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○　本校の概要

評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：設置教室を使用する全正規教員が週１回以上活用し
た。

３：８０％以上の正規教員が週１回以上活用した。

２：６０％以上の正規教員が週１回以上活用した。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員が毎日行った。

３：８０％以上の教員が毎日行った。

２：６０％以上の教員が毎日行った。

１：６０％未満の教員が毎日行った。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４:学期に２～３回知らせた。

３：学期毎に知らせた。

２：年度間に１回は知らせた。

１：お知らせできなかった。

４：対象児童・生徒への出席を全教員が働きかけた。

３：８０％以上の教員が働きかけた。

２：６０％以上の教員が働きかけた。

１：６０％未満の教員が働きかけた。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：必要な事案に対して必ず会議を実施し、組織的に対
応した。

３：必要な事案に対しておおかた会議を実施した。

２：必要な事案に対してあまり会議を実施しなかった。

１：必要な事案に対してほとんど会議を実施せず、組織
的な対応をしなかった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：月1回以上行った。

３：学期に2～3回行った。

２：学期1回以上行った。

１：実施しなかった。

4：月1回以上更新した。

3：学期に2～3回更新した。

2：学期1回以上更新した。

1：更新しなかった。

４：毎回情報を提供した。

３：おおむね情報を提供した。

２：あまり情報を提供しなかった。

１：情報を提供しなかった。

４：学期に2～3回行った。

３:学期１回以上行った

２：年１回以上行った。

１：実施しなかった。

学びを深め、人間関係を豊かにする「協働的
学習」を取り入れ、児童が関わり合いながら学
ぶ場面を設定している。

3

3
88％

4

◯外国語教育指導員と担当教員が打ち合わ
せを行い、学校全体で授業の形式を揃えた。
今後も児童の実態に合わせて、児童が外国
語に親しみやすい授業展開を行う。
◯今年度、ものづくり学習として４年生が紙
漉き体験を行った。学習の流れや道具などを
準備することができたので、今後総合的な学
習の時間に位置付けていくか検討する。ま
た、理数教科を中心に、さらに体験的な活動
を取り入れていく。
◯今年度、ICTを活用した協働的学習の校内
研究を行った。今年度の研究を活かし、ICT
技能の系統的な指導と指導実績をもとに継
続して指導を行う。
◯毎月の人権に関する月目標に即した指導
や、朝の人権タイムを生かして、人権教育を
行った。今後も学年の実態に合わせた指導
を継続して行う。
◯体力向上全体計画が教員間で周知されて
いないところがあったので、周知を徹底する。
体力テストの結果を踏まえて本校児童の実
態を把握し、１学級１実践に取り組めるような
手立てを講じる。
◯今年度は校内研究を通して協働的学習に
取り組んできたが、学力だけでなく、人間関
係を育てるためにも協働学習を取り入れてい
く。教師側が指導上の意図をもって、話し合
い活動等に取り組ませる。
【児童アンケート530名回答】

Ａ
○学校公開などでも、ICTを活用した授業を拝見
した。先生方も大変かと思うが、さらに積極的に活
用していただきたい。
○外国語、ものづくり学習、ICT活用など、新しい
学びに対しても、積極的に取り組んでいただいて
いる。
○コロナ禍で体力低下が心配されるが、駅伝大
会など、体力向上の機会をつくっていただいてい
る。
○コロナ禍の下で、リモート教育含め、たいへん
な状況の活動が理解できた。
○年が変わる度に、新たな取り組みを行ってい
て、とても大変だと思う。子どもたちは学習を通し
て、新たな体験が出来ている。ICTの活用も素晴
らしいと思う。
○本年はコロナ禍で学校に出向くチャンスが少な
かったが、ホームページで学校の様子がよく分
かった。
○今できることをがんばってするという気持ちが
育っていると思った。
○友と共に学ぶ、遊ぶ楽しさを知る教育に期待す
る。

論理的、科学的な思考力の育成を目指し、
「おおたのものづくり」を生かした体験活動や
理数授業等を実施する。

3

Ｂ

【児童 アンケート】

「友達と協働的学習
（学び合い）をするこ
とが楽しい」と答え
た割合

　4：90％以上
　3：85％以上
　2：80％以上
　1：80％未満

体力テストの結果を踏まえ体力向上全体計画
を作成し、計画に基づいた体育指導や「一校
一取組」運動や「一学級一実践」運動を実践
する。

3

Ｄ

4
86％

○授業公開ごとに保護者アンケートを
実施し、結果を基に学級毎に課題を把
握し、改善に努めた。保護者の意見や
要望は全教職員で共有し、まとめたも
のを毎回保護者に配布した。
○OJT研修として主任教諭によるワーク
ショップを年間４回８講座行った。その
他にも体育主任による実技研修等の場
を多く設け、指導力の向上に努めた。
○指導教諭による模範授業を各教科で
分担して参観し、参観後に資料を作成
して全教員に配布・伝達した。
○毎週１回の生活指導夕会で全教員で
情報を共有するとともに、月１回の特別
支援校内委員会でサポートルーム担当
教員と情報交換したり連携方法を確認
したりした。学期毎に特別支援全体会を
行い、全教員でも支援を要する児童に
ついての情報共有を行った。
○今後は、特別支援教育のあり方につ
いて全教員が理解を深めるために、専
門家の指導を受ける等、特別支援全体
会の内容の充実を図る。
【保護者アンケート280名回答】
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コミュニケー
ション能力、情
報活用能力、
ともに生きる
力等、これか
らの社会の変
化にしなやか
に対応する子
どもの力と自
信を身に付け
ます。

外国語教育指導員を効果的に活用し、外国
の方々とのコミュニケーション能力の育成等を
図っている。

4

学力の定着と学ぶ意欲の伸長を目指し、ＩＣＴ
機器を活用した授業を実施する。

4

他者の人権を尊重する人権教育の推進を目
指し、人権教育資料等を活用した授業を実施
する。

3

4

4

4

4

4

4

4

Ｃ

Ｄ

4

○自己肯定感は、家庭の影響も大きいと思われ
るので、学校と家庭と協力して取り組んでいくと、
さらに効果が上がると思う。
○教員間の情報共有と児童・保護者とのコミュニ
ケーションを、引き続きはかっていただければと思
う。
○子どもの正義感や判断能力を養うのに、大変な
努力が払われていると感じた。
○大田区の目標値を上回っているので、充分評
価できると思う。
○子どもたちの対外的な躾には、今後も大いにご
教授願いたい。

○「早寝・早起き・朝ごはん」は、基本的な事だ
が、できていない家庭が多いと感じるので、今後
も回数を増やすなど、継続的な週間の対応をお
願いする。
○マラソンや縄跳びなど、集中的に取り組む機会
をつくっていただいている。児童だけでなく、先生
も一緒に運動していただき、感謝する。児童のや
る気につながると思う。
○リモート学習が含まれる環境の中で、困難な課
題に取り組まれていることが分かった。
○大田区60校ある小学校に２校しか栄養教諭が
いないとのことであるが、本校はその２校に入って
いるので、食に通ずる食育が行なわれているのが
ありがたい。
○食育には十二分に感謝している。

○保護者アンケートからも、授業の評価が高いこ
とがわかる。
○先生のOJTをすすめてくださり、感謝する。
○子どもたちが皆と共に学び、遊びたいと思わせ
る多大な努力が払われていることがわかった。
○大田教育ビジョン目標値と比べても、充分目標
達成と判断できる。
○先生方の縦横関係の柔軟さを活かし、日々の
教育にあてていただくと有り難い。

4

問題行動・不登校問題等にかかわる児童・生
徒に関するケース会議等を実施する。

道徳教育推進教師を講師とした研修や、国、
都及び区の資料を活用した授業等を行う等道
徳指導充実のための取組を行う。

「早寝・早起き・朝ごはん」月間の取組等を通
して、児童・生徒や保護者に対し、望ましい生
活習慣についての意識啓発を行う。

○「すすんで授業に参加している」と答えた割合が
９割はすごいと思う。大変かと思うが、さらなる割
合の向上を期待する。
○児童たちが大変満足していることに、感謝申し
上げる。引き続き、一人ひとりに合った授業を進
めていただければと思う。
○一人ひとりの学習にきめ細かい配慮がなされて
いると感じた。
○充分目標到達していると思う。
○コロナ禍での不自由な学校生活を感じさせない
様々な工夫がされていると思う。
○子ども一人ひとりの能力を導き、育て上げる教
えに期待している。また、できていると信じてい
る。

○学習カルテの結果を活用し、学期毎の通
知表を渡す際に重点課題や学習方法のアド
バイスを面談によって伝え、評価と共に児童
一人一人と確認した。
○今年度は通知表と共にチェックシートで達
成状況を知らせた。今後はチェックシートに
手書きで追記し、児童や保護者に学習状況
を知らせる頻度を増やす。
○東京ベーシックドリルの結果に基づいて放
課後算数補習の対象を抽出し、補習を実施
した。年６回の土曜算数補習についても、対
象児童に働きかけ、参加を促した。英語につ
いては、英語カフェの参加を励行した。
○普段の授業や観察授業で授業改善プラン
を確認し、活用を推進した。特に学期ごとの
授業観察では、教員による相互参観、事後
指導等による授業力向上を図った。
○情報活用に関しての教職員研修を行うと
共に「田小ミニマム」や指導計画を活用し、ＩＣ
Ｔ機器やアプリケーションを授業に取り入れ、
全児童の活用を推進した。今後は、「情報活
用大田モデル」を参考に、発達段階と学習観
点を整理し、児童の実態に即した授業改善を
行っていく。
【児童アンケート530名回答】

9Ａ

Ｂ

授業改善セミナー等の研修成果を生かし、主
任教諭が助言・支援を行う校内研修等を実施
しOJTを充実させる。

授業公開日の授業評価を、その後の授業改
善に生かす。

校内委員会等を確実に実施し、学校における
特別支援教育を推進する。

給食指導及び教科等における指導を通して、
食生活の充実・改善をねらいとした「食育」を
推進する。

4

4

4

日常生活の中で興味をもって楽しく取り組める
運動・遊びのきっかけづくりや習慣づくりを家
庭と連携しながら行う。

4

目標 取組指標

学校生活調査（メンタルヘルスチェック）の結
果よりストレス症状のみられる児童・生徒に対
して組織的に対応する。

4

3

4

算数・数学到達度をステップ学習チェックシー
トで児童・生徒、保護者に知らせる。

学習補助員等による算数・数学・英語の補習
を実施する。

授業改善推進プランを、授業に生かす。

4

プ
ラ
ン
２
　
学
力
の
向
上

Ａ

Ｂ

ＩＣＴの活用により児童一人一人に個別最適な
学びと協働的な学びを保障する授業づくりを
行う。

【児童アンケート】

「すすんで授業に参
加している」と答え
た割合

　4：90％以上
　3：85％以上
　2：80％以上
　1：80％未満

体育的行事、部活動、休み時間など様々な機
会を通して運動習慣の確立を推進する。

学習カルテを基に児童・生徒と面談し、一人ひ
とりの学習のつまずきや学習方法について、
指導する。

小中一貫による教育の視点に立った生活指
導の充実により、社会のルールや学校のきま
りなどを守ろうとする意識を高める。

Ｄ

スポーツに親
しむ心の育成
や、運動習慣
の定着による
体力の向上な
ど、生涯にわ
たって健康増
進を図る意識
の向上をめざ
します。

4

3
88％

4
90％

Ａ

児童・生徒一
人ひとりの学
ぶ意欲を高
め、確かな学
力を定着させ
ます。

4

Ｃ

学校いじめ防止基本方針に沿って、いじめの
未然防止、早期発見等のための取組を実施
する。

児童の自己肯定感、自己有用感が高まるよう
一人ひとりの個性を認め伸ばす指導をする。

学校支援地域本部と連携するなどして、地域
力を生かした特色ある教育活動を実践する。

B

4

○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載する。
○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。

Ｃ

Ｄ

○年度始めの保護者会で全学年の保
護者に教育目標・学校経営方針を説明
し、教育活動への理解と協力を求めた。
○学校・学年便りや保健・給食便りなど
を毎月１回発行、教育活動や配布資料
をホームページで随時公開した。
○地域連絡協議会では、教育活動や授
業評価アンケートの結果、学力調査や
体力調査等の結果を報告し、適切な評
価のための判断材料を提供した。
○学校支援地域本部と連携するなどし
て、学習支援や環境整備に地域人材や
外部人材を活用して教育活動の充実を
目指した。
○今後はさらに学校支援地域本部など
を活用し、地域の人材や資源を生かし
た学校づくりを進めていく。
【保護者アンケート313名回答】

○資料からも普段の学校の様子や保護者の関心
の高さがわかる。今後も保護者・地域の意思を取
り入れながら、運営に活かしていってほしい。
○保護者の皆様の満足度の高さに感謝する。
○学校の月だより等、情報を届けていただいてお
り、できるだけ協力したい。（パトロールの時間を、
下校時間に合わせる等）
○先生方の評価と同様、充分に目標に到達して
いると感じる。
○地域も、子どもたちとコロナ禍でも係われること
に協力していきたい。
○地域での見守りの大切さを感じている。
○現況コロナ禍で、地域との関わりが少ないが、
その埋め合わせをよろしくお願いしたい。

○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。

地域教育連絡協議会において、児童・生徒の
変容等の具体的な資料を作成して、評価に必
要な学校の情報を適切に提供し、適正な評価
を受けるよう努める。

教育目標・学校経営方針・学校評価等の基本
情報、児童・生徒の活動情報等をホームペー
ジ等で公開及び更新することにより、積極的
に情報を発信する。

プ
ラ
ン
6
 

学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体
と
な
っ
て

と
も
に
進
め
る
教
育

学校・家庭・地
域が担う役割
などを明確に
し、地域に開
かれた教育の
実現を目指し
ます。また、相
互の連携を深
め、子どもを
育てる仕組み
を作ります。

4
95％

令和３年度　大田区立田園調布小学校　自己評価　報告書

大項目 取組内容

子ども一人ひ
とりの正義感
や自己肯定
感、自己有用
感などを高め
るとともに、自
他の生命を尊
重する心を育
成するなど、
未来への希望
に満ちた豊か
な心をはぐく
みます。

プ
ラ
ン
３
　
豊
か
な
心
の
育
成

・学校規模（児童数571名、学級数19、教員31名、非常勤講師７名）
・学校教育目標：「よく学び　よくあそび　よりよく生きる　田小の子」人間尊重の精神を基調とし、自分の将来に夢と希望をもって主体的に学び、日本の文化と伝統を尊重し、国際社会においても信頼と尊敬を得る心身ともに健康で、心豊かな児童の育成を目指す。
・校内研究：主題「かかわり合いで学びを深める～ＩＣＴを活用した協働的学習の充実を通して～」平成30年度・令和元年度大田区教育委員会教育研究推進校の研究成果を生かし、ＩＣＴの活用を手立てとし、児童が主体的に協働的学習に取り組み、相互に高まっていく指導の工夫を追究する。
・特色ある教育活動①「様々な人とのかかわりを重視し温かな心と豊かな人間関係を育む学校・地域相互の教育力の向上」自主的な挨拶運動・異学年によるたてわり班活動・学校支援地域本部「「でんしょう応援団」やおやじの会「DUO」、同窓会「青塔会」を中心とした地域ボランティアなど
　　　　　　　　　　 　  ②「体育の時間以外の体力づくり」日常生活の中で興味をもって楽しく取り組める運動・遊びのきっかけづくりや習慣づくりを家庭と連携しながら行う。

成果
評価

これまでの取組
今後の改善策

取組
評価

4

9

学校関係者記入欄

9

9

9

Ｂ

目標に対する成果指標

4
90％

○週に一回以上生活指導夕会を開いて教員
間の情報共有を図ったり、掲示物を共通で使
用したりする等して取り組んだ。今後も継続
し、決まりやルールを徹底していく。小中一貫
教育の会や生活指導主任で同中学校区の
小中学校と情報交換をした。今後も交流した
情報を指導に生かしていく。
○道徳授業推進のための伝達講習を年２回
以上実施できるよう計画を立てる。また、伝
達講習で全校が実施すべきことを押さえ、全
クラスが研修の内容を授業で実施できるよう
にしていく。
○不登校対象児童の報告書を作成した。学
年会で話題に上げたり、養護教諭に相談した
りすることで組織的に対応した。急を要する
場合や状況が思わしくない児童については、
夕会でも情報を共有していく。
○いじめアンケート等で発見した事象には確
実に対応した。未然防止、早期発見のために
生活指導夕会等で情報を共有した。今後も
人権週間などを通して、全校で期間や内容を
揃えていじめの未然防止を目的とした指導を
行う。
○月１回以上、運営プロジェクトでいじめ点検
を行った。児童の状況に応じて必要な関係機
関と連携し、ケース会議を開いた。今後も取
り組みを継続していく。
○年２回エールウィークを行い、発達段階に
応じた取組を行った。学期毎、行事毎、キャリ
アパスポートに児童への励ましのコメントを書
いた。今後も児童を励ます取り組みを続けて
いく。
【児童アンケート530名回答】

Ｃ

【児童アンケート】

「自分にはよいとこ
ろがある」と答えた
割合
(大田教育ビジョン目標値

84％)

　4：90％以上
　3：85％以上
　2：80％以上
　1：80％未満

9

プ
ラ
ン
４
　
体
力
の
向
上
と
健
康
の
増
進

Ｃ

Ａ

Ｄ

B

○年２回、「早寝・早起き・朝ごはん」週間を
設定し、児童の自己チェックを実施した。全
校児童の現状について集計した結果を「給食
便り」で保護者に伝えた。今後は、児童の現
状を教職員で共有し、保護者にも示すことで
各家庭での協力を要請する。
○栄養教諭の指導の下、給食委員会児童が
毎日の昼の放送や食育に関するスライドを
作り、全学級で「食育」を行った。
○学期毎に縄跳びやマラソンなどに集中して
取り組む機会を設けたり、家庭でも運動に親
しめるようなカードを用意したりして運動習慣
の確立を目指した。また、体育朝会などで運
動遊びを紹介したり、休み時間に学年・学級
毎に鬼ごっこに親しむ機会を設けたりした。
○今年度、児童が日常的に運動に親しむこ
とを目指した取組を全校で行ったが、今後は
個々人が計画性をもって日常的に運動に親
しめるよう、より実効性のある手立てを考え
ていく。
【児童アンケート530名回答】

Ａ

プ
ラ
ン
５
　
魅
力
あ
る
教
育
環
境
づ
く
り

児童・生徒が
安全・安心に
学校生活を送
るために、教
員の指導力向
上と良質な教
育環境をつく
ります。

各種研究発表会等の研究・研修の成果を、自
身の授業改善に生かす。

【児童アンケート】

「運動をもっとしたい
（体を動かすことが
好き）」と答えた割合

　4：90％以上
　3：85％以上
　2：80％以上
　1：80％未満

【保護者アンケート】

「子どもたちにとって
分かりやすい授業を
している」に「とても
当てはまる」と答え
た割合
(大田教育ビジョン目標値
65.59％)

　4：85％以上
　3：80％以上
　2：75％以上
　1：75％未満

【保護者アンケート】
　
「学校は地域の力
（保護者含む）を子
どもたちの教育活動
に生かしている」と
答えた割合

　4：90％以上
　3：85％以上
　2：80％以上
　1：80％未満

Ｃ

Ｄ


